
会議録をご覧ください�

　市議会だよりに掲載の審議内容や一般
質問は紙面の都合により要約して掲載し
ております。詳しい内容を知りたい方は
会議録をご覧ください。�
　なお、会議録は次の場所で閲覧するこ
とができます。�
◇興風、南、北、せきやどの各図書館�
◇市内各公民館�
◇谷吉会館、七光台会館、島会館、関宿
　会館�
◇議会資料室�
◇情報公開コーナー（市役所総務課内）�
�
※9月定例会の会議録は11月中旬に配置
される予定です。�

議会ホームページのご案内�

　市議会のホームページでは、平成4年
からの本会議会議録の閲覧・検索ができ
ます。また、一般質問の通告項目及び質
問者の日程なども閲覧できるようになり
ましたので、傍聴にお越しいただく際にも、
ぜひご利用ください。�

掲載内容�
○市議会のしくみ　　　○議員名簿�
○会議日程及び一般質問通告項目�
○上程議案及び審議結果�
○請願・陳情の手続き�
○本会議会議録の閲覧・検索�
○市議会だより　　　○傍聴の案内�

ホームページアドレス�
http://www.gikai-nodacity.jp

議
案
第
二
十
三
号
　�

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計�

補
正
予
算
（
第
一
号
）�

□
当
局（
提
案
理
由
）　
本
補
正
予

算
案
は
、歳
入
歳
出
予
算
、債
務

負
担
行
為
及
び
地
方
債
の
補
正
で

あ
り
、既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
六
億
五
三
八
二

万
六
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
四
二一
億
六
四
八

二
万
六
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
。�

■
委
員
　
平
成
十
八
年
度
以
降
に

は
退
職
金
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、十

年
間
程
度
は
か
な
り
の
金
額
が
支

出
さ
れ
る
と
思
う
が
、何
ら
か
の

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
ま
た
、現
在
の
職
員
退
職
手
当

積
立
基
金
の
残
高
は
。�

□
当
局
　
今
後
の
退
職
者
の
増
加

に
対
し
て
は
、基
金
残
高
を
大
幅

に
ふ
や
す
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
の
で
、給
与
の
適
正
化
を
図

る
中
で
単
年
度
で
高
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。�

　
基
金
残
高
は
、
補
正
予
算
後

の
見
込
み
で
七
億
一
五
八
三
万

七
千
円
と
な
る
。�

■
委
員
　
現
時
点
で
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
の
基
金
残
高
が
八
〇

〇
万
円
程
度
と
な
る
見
通
し
で
あ

る
が
、も
う
少
し
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
で
き
な
い
の
か
。�

□
当
局
　
来
年
度
の
見
通
し
が

は
っ
き
り
見
え
て
こ
な
い
状
況
で

大
変
難
し
い
判
断
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
。見
込
み
違
い
を
す
る
と
繰

り
出
し
が
多
く
な
る
こ
と
も
あ
り

得
る
た
め
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
原
則
制
度
分
だ
け
が
好

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。�

■
委
員
　
小
学
校
と
幼
稚
園
・
保

育
所
連
携
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
は
。�

□
当
局
　
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
一
事
業
で
あ
り
、
小
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
連
携

に
よ
り
小
学
校
へ
の
円
滑
な
移

行
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
県

に
お
け
る
連
携
の
先
導
的
な
モ

デ
ル
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
と

し
、
先
駆
的
な
市
町
村
が
地
域

協
議
会
を
設
置
し
行
う
連
携
推

進
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。�

■
委
員
　
農
業
生
産
事
業
費
で
、

自
助
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
単
価
の
見
直

し
に
よ
り
増
額
補
正
を
し
て
い
る

と
思
う
が
、こ
れ
は
県
が
単
価
の

見
直
し
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

な
の
か
。�

□
当
局
　
県
の
要
請
に
よ
り
、当

初
は
平
成
十
六
年
度
の
補
助
金

単
価
の
実
績
よ
り
少
な
く
予
算

を
組
ん
で
い
た
が
、平
成
十
六
年

度
と
同
じ
単
価
で
補
助
で
き
る

こ
と
に
な
り
増
額
の
補
正
を
し
た
。�

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決�

　
　
　
　
今
年
十
月
に
改
正
さ

　
　
　
　
れ
る
介
護
保
険
法
に

か
か
わ
る
低
所
得
者
の
軽
減
措

置
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
行
う

べ
き
だ
と
思
う
。そ
こ
で
、年
金

収
入
二
六
六
万
円
以
下
の
方
に

は
利
用
者
本
人
が
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
補
足
給
付
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対

象
者
数
及
び
ど
の
よ
う
な
方
法

で
制
度
徹
底
を
図
っ
て
い
く
の

か
お
尋
ね
し
た
い
。�

　
ま
た
、
介
護
保
険
施
行
前
の

入
所
者
は
今
年
四
月
一
日
か
ら

五
年
間
延
長
さ
れ
、
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
象
者
数

も
あ
わ
せ
て
伺
い
た
い
。�

　
　
　
　
低
所
得
者
の
負
担
軽

　
　
　
　
減
は
制
度
施
行
に
あ

わ
せ
て
、
利
用
者
本
人
の
申
請

に
よ
り
該
当
者
に
は
補
足
給
付

が
行
わ
れ
て
お
り
、
施
設
利
用

者
数
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
三
九
四
人
、
老
人
保
健
施
設

で
二
八
九
人
、
療
養
型
医
療
施

設
で
七
十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

制
度
変
更
に
つ
い
て
は
、
政
省

令
及
び
国
の
指
針
が
公
布
さ
れ

次
第
、
地
区
説
明
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
市
報
へ
の
掲
載
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
で
の
会

合
、
公
民
館
で
の
長
寿
教
室
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。�

　
ま
た
、
五
年
間
延
長
さ
れ
る

制
度
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
五
月
現
在
で
、
旧
措
置

者
分
の
対
象
者
が
五
十
八
人
と

な
っ
て
い
る
。�

介護保険法改正�
低所得者への負担軽減は�

質
問�

答
弁�

介護保険課の窓口�

千
久
田
祐
子�

　
　
　
議
員�

議
案
第
七
号�

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改�

正�

□
当
局（
提
案
理
由
）　
住
宅
用

火
災
警
報
器
等
の
設
置
を
市
町

村
条
例
に
よ
り
義
務
づ
け
る
消

防
法
の
改
正
に
伴
い
、住
宅
用
防

災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関

す
る
基
準
等
を
規
定
す
る
と
と

も
に
、産
業
災
害
に
対
す
る
火
災

予
防
対
策
の
充
実
強
化
等
の
た

め
、技
術
上
の
基
準
等
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
。�

■
委
員
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
世
帯
ご
と
に
設
置
す
る
の
か
。�

□
当
局
　
基
本
的
に
は
、
就
寝

の
用
に
供
す
る
居
室
と
階
段
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。�

■
委
員
　
消
防
署
員
が
個
別
に

一
戸
ず
つ
調
査
を
し
た
り
、
指

導
し
た
り
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
市
民
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
広
報
し
て
い
く
の
か
。�

□
当
局
　
普
及
状
況
は
法

律
・
条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
把
握
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、届
け
出

検
査
は
、現
在
の
消
防
の
体

制
で
は
困
難
で
あ
り
、市
民

の
負
担
に
も
な
る
こ
と
か
ら

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。当

面
は
、新
築
住
宅
は
建
築
基

準
法
に
よ
る
消
防
同
意
や
確

認
通
知
に
よ
り
、
既
存
の
住
宅

は
住
宅
防
火
診
断
に
よ
る
把
握

や
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
ほ
か
、取
扱
店
で
の
販

売
戸
数
実
績
の
調
査
な
ど
に
よ

り
、
把
握
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、市
民
に
対
す
る
広
報
は
、市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
火
災
予

防
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て
普
及
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。�

■
委
員
　
火
災
警
報
器
の
一
件

あ
た
り
の
取
り
つ
け
費
用
は
。�

□
当
局
　
価
格
は
乾
電
池
式
の

も
の
で
六
八
〇
〇
円
と
な
る
が
、

大
量
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
よ
り
三
〇
〇
〇
円
程
度
に

は
な
る
と
思
う
。
取
り
つ
け
費

用
は
乾
電
池
式
の
も
の
は
ビ
ス

ど
め
二
本
で
つ
け
ら
れ
、
工
事

費
は
か
か
ら
な
い
。�

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決�

国保特別会計への繰り出しなどを補正�

住宅用火災警報器等の設置�

住宅用火災警報器�



議
案
第
八
号�

心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所�

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す�

る
条
例
の
一
部
改
正�

□
当
局（
提
案
理
由
）
地
方
自
治

法
第
二
四
四
条
の
二
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
手
続
と
し
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、関
係
条
文
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
。�

■
委
員
　
鶴
奉
地
先
と
西
高
野
地

先
に
あ
る
福
祉
作
業
所
の
現
在
の

指
導
員
体
制
は
。�

□
当
局
　
鶴
奉
地
先
の
福
祉
作

業
所
で
所
長
が
一
名
、
生
活
指

導
員
が
五
名
、
指
導
員
の
補
助

が
五
名
の
計
十
一
名
で
あ
る
。�

　
ま
た
、西
高
野
地
先
で
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
務
局
長
が
兼
任
し

て
い
る
所
長
が
一
名
、生
活
指
導

員
が
三
名
、指
導
員
の
補
助
が
一

名
の
計
五
名
で
あ
る
。�

■
委
員
　
現
在
の
運
営
費
と
そ
の

内
訳
は
。�

□
当
局
　
運
営
費
に
は
人
件
費
、

事
務
費
、
事
業
費
を
含
ん
で
お

り
、委
託
料
と
し
て
平
成
十
六
年

度
決
算
で
鶴
奉
地
先
の
福
祉
作
業

所
が
四
三
一
九
万
三
千
円
、西
高

野
地
先
の
福
祉
作
業
所
が
一
三

八
九
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
る
。�

■
委
員
　
指
定
管
理
者
を
指
定
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
特
別
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
き
、公
募
す
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
特

別
な
理
由
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。�

□
当
局
　
利
用
者
に
対
す
る
影
響

と
保
護
者
に
対
す
る
説
明
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
回
に
限
り

特
別
な
理
由
に
該
当
す
る
と
い
う

こ
と
で
、現
在
、委
託
し
て
い
る

業
者
に
指
定
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。�

■
委
員
　
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、経
費
縮
減
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、指
導
員
の
体
制
が
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。�

□
当
局
　
指
導
員
の
体
制
に
つ
い

て
は
、当
然
、入
所
者
数
の
増
減

が
考
え
ら
れ
る
た
め
に
、そ
れ
に

応
じ
て
指
導
員
数
も
余
剰
に
な
れ

ば
変
動
し
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。�

■
委
員
　
現
在
委
託
し
て
い
る
業

者
を
候
補
者
と
し
て
選
定
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、そ
の
選
定
委
員
会

の
構
成
は
。�

□
当
局
　
選
定
委
員
会
は
、基
本

的
に
は
職
員
で
構
成
し
、各
施
設

ご
と
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、選
定
委
員
会
で
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、第
三
者
に
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。�

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決�

議
案
第
十
九
号�

梅
郷
駅
東
西
連
絡
自
由
通�

路
新
設
工
事
の
実
施
に
関�

す
る
協
定
の
締
結�

□
当
局（
提
案
理
由
）
梅
郷
駅

東
西
連
絡
自
由
通
路
の
新
設
工

事
の
実
施
に
関
し
て
、
東
武
鉄

道
株
式
会
社
と
の
協
定
の
締
結

に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め
よ
う

と
す
る
も
の
。�

■
委
員
　
自
由
通
路
の
協
定
金

額
六
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
財
源

内
訳
と
野
田
市
の
負
担
は
。
ま

た
、
駅
舎
部
分
の
建
設
費
に
係

る
財
源
内
訳
は
。�

□
当
局
　
自
由
通
路
の
建
設
費

六
億
五
千
万
円
の
内
訳
は
、
全

額
市
の
負
担
と
な
る
が
、
国
庫

支
出
金
が
三
億
二
五
〇
〇
万
円
、

県
支
出
金
が
八
〇
〇
万
円
、
合

併
特
例
債
が
三
億
一
一
〇
万
円
、

残
り
一
五
九
〇
万
円
が
一
般
財

源
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
駅
舎
部
分
と
し
て
、

県
支
出
金
一
一
〇
〇
万
円
、
一

般
財
源
六
億
三
九
〇
〇
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
東
武
鉄
道
株
式

会
社
の
負
担
金
五
〇
〇
〇
万
円

を
合
わ
せ
て
七
億
円
を
予
定
し

て
い
る
。�

■
委
員
　
駅
舎
部
分
に
一
般
財

源
が
投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
起

債
を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。�

□
当
局
　
連
絡
通
路
は
道
路
と

い
う
認
定
の
中
で
、起
債
の
適
債

性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、駅
舎

部
分
は
東
武
鉄
道
株
式
会
社
の

所
有
で
あ
り
、構
造
的
に
適
債
性

が
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。�

　
こ
れ
は
合
併
特
例
債
も
七
光

台
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
に
活

用
す
る
地
域
活
性
化
事
業
債
も

同
じ
で
あ
る
。�

■
委
員
　
駅
舎
の
維
持
管
理
は

東
武
鉄
道
株
式
会
社
が
行
う
と

思
う
が
、
通
路
部
分
は
ど
う
な

の
か
。�

□
当
局
　
通
路
部
分
は
、
公
道

と
い
う
扱
い
で
市
が
管
理
を
し
、

清
掃
や
照
明
な
ど
で
維
持
管
理

費
を
年
間
八
〇
〇
万
円
か
ら
九

〇
〇
万
円
予
定
し
て
い
る
。�

■
委
員
　
市
が
東
武
鉄
道
株
式

会
社
と
橋
上
駅
設
置
に
向
け
て

協
議
し
た
内
容
は
。�

□
当
局
　
当
初
、
東
武
鉄
道
株

式
会
社
と
協
議
し
た
際
に
は
、

請
願
駅
で
あ
り
一
切
負
担
で
き

な
い
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
再
三
に
わ
た
り
協
議

を
し
た
と
こ
ろ
、
東
武
鉄
道
株

式
会
社
で
五
〇
〇
〇
万
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。�

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決�

　
　
　
　
江
戸
川
堤
防
か
ら
市

　
　
　
　
道
二
〇
二
〇
号
線
、

市
道
二
〇
三
〇
号
線
を
経
て
、

川
間
駅
に
至
る
道
路
の
用
地
買

収
が
既
に
開
始
さ
れ
た
と
聞
い

て
お
り
、
私
も
こ
の
道
路
を
利

用
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
部

分
が
拡
幅
整
備
さ
れ
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
市
道
二

〇
二
〇
号
線
及
び
市
道
二
〇
三

〇
号
線
の
進
捗
状
況
及
び
用
地

買
収
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
場

所
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。�

　
　
　
　
市
道
二
〇
二
〇
号
線

　
　
　
　
は
、
国
道
十
六
号
線

の
東
金
野
井
交
差
点
か
ら
堤
防

道
路
ま
で
の
延
長
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
幅
員
を
車

道
六
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
歩
道

二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
員
で

九
・
二
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
整

備
を
す
る
考
え
で
、
今
年
八
月

四
日
に
二
回
目
の
地
元
説
明
会

を
開
催
し
、
地
権
者
と
の
用
地

交
渉
に
入
っ
た
。
今
年
度
は
延

長
で
約
七
割
の
用
地
取
得
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
地
元
の

理
解
は
得
て
い
る
。
市
道
二
〇

三
〇
号
線
は
国
道
十
六
号
線
の

東
金
野
井
の
交
差
点
か
ら
、
市

岡
医
院
の
前
を
通
り
川
間
駅
方

面
へ
向
か
う
道
路
で
、
幅
員

八
・
五
メ
ー
ト
ル
で
既
に
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
未
整
備

で
狭
い
個
所
が
二
カ
所
あ
り
、

そ
の
拡
幅
と
交
差
点
改
良
の
た

め
に
、
今
年
度
、
境
界
査
定
と

用
地
測
量
を
実
施
し
て
い
る
。�

東
金
野
井
交
差
点
か
ら�

川
間
駅
に
至
る
道
路
拡
幅
は�

　
　
　
　
北
部
小
学
校
わ
き
の

　
　
　
　
踏
切
か
ら
七
光
台
駅

に
向
か
う
新
し
い
道
路
は
、
ま

る
で
自
動
車
教
習
所
の
ク
ラ
ン

ク
道
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
、
北
部
小
学
校
の

子
供
た
ち
や
北
部
公
民
館
利
用

者
、
周
辺
の
住
民
が
駅
へ
向
か

う
た
め
に
利
用
す
る
唯
一
の
ア

ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
道
路
は
歩
道
が
な
け
れ
ば

危
険
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今

後
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。�

　
　
　
　
区
画
整
理
地
内
に
お

　
　
　
　
け
る
保
留
地
分
譲
に

よ
る
北
部
小
学
校
児
童
数
の
増

加
や
区
域
内
の
道
路
工
事
完
了

に
伴
い
、
本
道
路
を
利
用
し
た

区
域
内
外
か
ら
北
部
小
学
校
方

面
へ
の
自
動
車
の
交
通
量
が
増

加
し
て
お
り
、
通
学
路
の
改
善

要
望
が
北
部
小
学
校
か
ら
教
育

委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
こ
れ
を
受
け
て

北
部
小
学
校
わ
き
の
踏
切
か
ら

区
画
整
理
区
域
境
ま
で
の
区
間

の
安
全
対
策
と
し
て
、
道
路
の

学
校
寄
り
に
外
側
線
を
引
き
、

歩
行
者
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

区
画
整
理
地
内
に
お
い
て
も
、

当
該
道
路
わ
き
の
組
合
保
留
地

を
利
用
し
て
暫
定
的
に
幅
員
一・

五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、区
域
外
と
一
体

的
に
北
部
小
学
校
ま
で
の
通
学

路
及
び
駅
へ
の
歩
行
者
ア
ク
セ

ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。�

駅への新たなアクセス道路�
今後の安全対策を�

質
問�

答
弁�

市道2020号線・市道2030号線（東金野井交差点付近）�

若林　丈人�
　　　議員�

質
問�

答
弁�

七光台駅に向う新たなアクセス道路�

中
井
　
洋
子�

　
　
　
議
員�

福祉作業所に指定管理者制度を導入�

梅郷駅東西連絡自由通路工事の協定を締結�


